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論文内容の要旨
【同的】近年欧米では腎移植のためと思われるが，透析歴10年以上の綻例は少なく，そのため透析患者の
骨病変の評価は透析期間の短い証例での骨生検解析が主体であった3 そしてその中心はアルミニウム骨折ー
であり.無形成骨であった。一方死体腎移植機会の少ない本邦では透析歴10年以上症例の包、増とともに，
臨床的にも骨痛，骨変形を中心とした骨病変が問題になりつつある。そこで今回骨形態計測にて骨病変を
評価し，諸外岡での報告と対比し本邦特有の長期透析症例での|出題点を検討した。
【対象】 1986年から1992年にかけて10年以上の長期透析歴(平均14.5:!:4. 8年)をもっ血液透析患者57例
(男37.女20名，平均年齢56:!:11成)であるの
【方法】採用した骨組織(生検40. ~J検17名)に対して骨形態計測lを行い，臨床的な検査所見との対比を
試みた。
【結果】骨tt検での各州~の比率は線維性骨炎型33%. 混合型 7%. 骨軟化症型12%. 軽度変化型48%で
あった。各組織別のintact-PTI.A卜Pは線維性骨炎型.混合型が他の病型に比し省Jきに晶値で・あり，全例
i n tact -PTH > 500pg/m 1であった。一方intact干THが500(pgiml)以 l-_を宰.した32症例の分析では.線維性骨
炎型が59_4%.耐合型が12.5%.骨軟化症型3.1%.軽度変化型25%であり，線維性骨炎の頻度が最も高く，
同時にAlPも高値になる特徴を示したの一方骨アルミニウム染色陽性不は線維性骨炎型41%.混合型25%.
骨軟化1iI型60%.軽度変化型52%であり，各組織型で統計学上の有意発は認められなかった。
【結論】 10年以上の長期血液透析患者において.骨アルミニウム沈着と組織型の聞には関係が乏しく.二
次性副甲状腕機能冗進症の骨組織型の推iJl!Iにはintact-PTH，AI-Pが有用であった。
【考察】従-*什軟化症=アルミニウム付症の図式化がなされたυ しかし本成績では柄-型間でのアルミニウ
ム沈着の差が得られ江かった。これは透析液水処理技術の進歩.アルミニウムの含白されていなし¥P吸着剤
の使用により，骨組織型に対するアルミニウムの関与が減りつつあるためと考えられたのそしてそれとと
もに長期透析症例における作病変の主体は線維性骨炎になり，その治療に対しての抱標としてPTH.AトPは
重要と考えられた。
論文審査の結果の要旨
近年透析患者の骨病変の詳価を骨生検にて行なった報告がなされているが.その多くは欧米からのもの
で透析歴10年以下の症例であった。一方死体腎移植の機会が少ない木邦では透析歴10年以上の反例が急増
しており骨病変が大きな問題であるが.充分な評価はなされていない9
-35i 
そこで今回著者は虎の門前ー院において透析を施行している患者で1986年ー から1993年にかけて生検と剖検
にて採取した骨組織から非脱灰標本を作成し骨形態計測を行った。対象は10年以上の長期透析照[平均
14.5:t 4. 8(SI))年]をもっ血液透析患者57伊IJ(男37.女20名，平均年齢56:t1歳)である。
骨生検での各病型の比率は線維性骨炎型33%.出合型7%.竹軟化症型12%.軽度変化型48%であった。
各組織別のintact-PTH.アルカリホスファターゼ(Aトp)は線維性骨炎型，混合型が他の病型に比し有意に
高航で、あり，全例intact-PTH>50Qpg!mlであった。一方intact-PTHが500pg/ml以上を呈した32症例では，
線維性骨炎型59.4%.混合型12.5%.骨軟化症型3.1%.軽度変化型25%であり，線維性骨炎の頻度が最も
高く，同時にAI-Pも高値になる特徴を示した。
一方骨アルミニウム染色陽性率は線維性骨炎型41%.混合型25%.骨軟化紅型60%.軽度変化相52%で
であり，各組織型で統計学上の有志差は認められなかった。また組織へのアルミニウム沈着，血中アルミ
ニウムの濃度.deferoxamineに対する反応性は4病型聞に有意差がなかった。
長期透析症例における骨病変の主体-は二次性副甲状腺機能克進症に伴う線維性管炎であり，その評価に
はintact-PTH.AI-Pが有用である。アルミニウム骨症は少なかった。
本論文は10年以上長期透析患者における骨病変を骨組織所見より評価したものであり，透析患者におけ
る骨病変の理解に一定の寄与をなすものと考えられた。よって著ー者は博士の学位(疾学)を授与するに備
すると判定された。
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